
川中子 それではお時間となりましたので始めたいと思います。皆さん、おはようござ

います。土曜日朝早くから学校に来てくださいましてありがとうございます。た

くさんの方にご参加いただき、本当に嬉しく思います。今日もどうぞよろしくお

願いします。えー、ちょっと距離があるから大丈夫かなと思いますが。マスク、

した方がいいか？ よろしいですか？それでは、これで失礼します。

今日は、４回目のサロンということで、今、学校が目指している主体生の育

成ということについてのお話なんですが。テーマは「宿題について」ということ

で、家庭学習も含めて宿題ということについて考えていていきたいと思います。

このテーマはですね、今年は皆様から応募してもらったご意見で。今回のテーマ

を寄せて下さった方は、残念ながら今日はお見えでない様ですが、まず、こうい

うふうに書いてきてくれたというのを紹介して、今日の話をスタートさせたいと

思います。

「先生方や保護者の皆様で意見の分かれるところかと思いますが、「宿題」につい

て一意見をお伝えできればと思います。宿題をやる子は正しく、やらない子は間

違っているかの如く、「宿題をさせるよう」言われるのですが、正直宿題の存在

に疑問を抱いております。宿題を課してやれやれと責め立て、学ぶ事は嫌なこと

だと思わせるのが本当に正しい事でしょうか？学ぶ事が楽しいと思えたら、勝手

に自分で調べたり学ぶと思います。」

というご意見が寄せられました。これは面白いな、ということで、今回のテー

マとしたところです。

では、今日はぜひ、皆さんの意見をたくさんお聞きしたいと思っております。

まず初めに、皆さんの自己紹介をお願いします。お名前と一緒に、ご自身の宿題

についての思い出をお話しいただけますでしょうか。それでは、こちらからお願

いします。

Ａさん １年生の娘と３年生の息子がいるＡです。私自身、小学生の頃は宿題は嫌いで

した。だけど、息子は宿題は絶対家でやらなければいけないのだと思ってやって

います。何がなんでもやろうとしています、息子は。で、娘は「そんなのもうい

いんだよ!」っていう感じで投げ出す。絶対宿題は家でやらなければならなくて、
もしプリントを忘れたら、学校でやればいいじゃない、早く言ってるんだから!
って言ってるんですけど、学校じゃやっちゃダメなんだ!と。宿題＝家庭学習だ
と思っているので、私自身は宿題があった方がいいなと思っているので、皆さん

の意見をお伺いしたくて、今日は参加しました。よろしくお願いします。

Ｂさん Ｂです。４年生と２年生に息子がいます。私自身、宿題の思い出はほとんどな

くて、勉強、宿題が苦痛っていうイメージもあんまりなかったんですが、結構息

子たちにとってはちょっと苦痛みたいで、親がやれやれって言わないとやらない。

逆に、今になって親のが苦労してるみたいな感じです。よろしくお願いします。

Ｃさん Ｃです。２年生に娘がいます。自分自身宿題は、何か当たり前、というか、何

も疑問も持たずにやっていたので、そんな思い出というようなものもないんです

けど。娘は、宿題の種類に好き嫌いがあって、トッピングはすごい楽しいみたい

で、自分が好きなことができるっていうことで、進んでやるんですけど、国語と

か算数とか、決められたものっていうところはちょっとやだなあといいながらな

んとかやっている感じです

Ｄさん Ｄです。４年生に息子がいます。私自身も自分が学生時代は宿題は当たり前の

ようにやっていました。で、息子は帰ってくると、友達と遊びに行ったり、習い

事があったりして、なかなか小学生って時間がないのかなと。忙しそうにしてい

るんですけど。宿題は朝早く起きてでもやっていっています。それは、言わなく

てもやるものだと思っているようで、やっています。

Ｅさん Ｅです。４年生に娘がいます。私自身も宿題は、学校の宿題、小学校・中学校、
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やるものだと思ってやっていたのですが、子供は、ふつうに先生とのお約束だか

らやりますといってやっているんですけど。やっぱり、今年卒業した中学生の子

がいるんですけど、その子のころと比べると、宿題の量がかなり減っていると感

じます。トッピング学習もやっているんだか、やっていないんだか、自分が部屋

にこもって「終わったよ！」って感じで、何も確認もできないので、やっている

のか、子供の自主性だけに任せているので、親としても４年生くらいになると管

理ができなくなっているので、そこがむずかしいなと感じているところです。よ

ろしくお願いします。

Ｆさん １年生の男の子、上は中学３年生の女の子がいます。宿題は、やらせるって感

じのスタンスでやっています。やった方がいいなと。ただ、私自身が子供自身を

振り返ってみると、地方の学校だったので、そんなに月に３回くらい？たいした

宿題は出ていなかったような記憶があります。当時はそんなものだと思っていま

した。今の子たちは、私からすると、すごい、毎日宿題が出るっていうのは、大

変だなと思いますが、子供にとっては学習習慣をつけるっていう点ではあった方

がいいんじゃないかなと。言わないと、やらないタイプの子なので、やっと習慣

ができてきたところだから、少なくとも減らしてほしくはないかなという気持ち

です。

Ｇさん ５年生と２年生に子供がいますＧと申します。私自身、あまり記憶にないんで

すけど、宿題はやっていたと思います。自分の娘と息子も、言わなくてもやるよ

うですが、私自身、最近宿題がない学校が増えてきている事に対して、どうして

なんだろうという疑問と、これからの社会では、そういう、自分から自主性を重

んじていった方がいいのかなと、その狭間で揺れ動いている感じで、今日、校長

先生と皆さんとお話ができたらと思ってまいりました。

Ｈさん Ｈともうします。娘が５年生にいます。私は宿題やらないタイプで（笑）、最

後の大学生まで、家では勉強できなかったですね。受験勉強も家ではできないの

で、図書館に行ったり、外に出ないと勉強できない。嫌いすぎたのかな。ただ、

４年生までアメリカにいたんですけど、向こうの時は宿題はなかったです。夏休

み、えー９月から新学期なので、夏休みは学年と学年の間で、先生も変わるから

夏休みの宿題はゼロ。なかったです。で、日本に帰ってきて宿題があって、多分、

親にやれって言われて、それがいやで。家で何もできないようになって、未だに

苦手で。テレワークも何もしない。（笑）何か、強制されるのが嫌いなのかもし

れないんですが、そういう子もいるし。ただ、中３の娘に聞いたら、「宿題なか

ったら、家で勉強するわけないじゃん！」って言われてきました。皆さんの話も

聞きたいと思ってきました。

Ｉさん Ｉと申します。２年生の娘と５年生の息子がいます。私自身も宿題は当たり前

のようにやるものだと思っていたので、ちゃんとやっていました。子どもたちは、

宿題はまあ嫌いで。帰ってきて、宿題は？って聞くと、最初「ない」って。（笑）

まあ、ないわけないなと思って、連絡帳見るとあるので、「でしょう？」って言

って一緒にやるんですけど、「教えて」って言われて、聞いた割には逆ギレする

し。この前、２年生の子が、「１時間は３分だよね」って言って、「６０分だよ」

って言ったら、「誰が決めたの！そんなこと！」って言われて！ 私にも分から

ないって。そういうバチバチがけっこうあって。家庭学習との向き合い方、子供

との向き合い方もそうですし、どう取り組んでいいかが分からなくなって。だか

ら、みなさんのお話を聞きたいと思います。

川中子 いい質問ですね。

Ｊさん ５年生と２年生に息子がいますＪです。よろしくお願いします。自分自身は、

宿題は必ずやらないといけないと思っていたので、やっていました。今日、テー

マを見て、そもそも宿題の意味って何なんだろうというのを学べればいいかなと

思ってきました。おそらく、学習の習慣を定着させたり、もしくは自主性が重要

だと、いろんな意味があると思うんですが、Ｇさんと同じ狭間にいるので今日は

学びたいと思います。

Ｋさん ４年生と２年生に娘がおりますＫです。私自身は、宿題はやるものだと思って

やってました。で、子供も、今のところは何も疑問も持たずに、習慣的にやって

はいるんですが、トッピングのテーマがいつも偏ってしまっていたりとか。何か、

やりたいことだけやっているというのがあるので、宿題をなくされてしまうと、

トッピングだけ、自主学習だけとなってしまうと偏りが出てしまうんではないか

な、と。私自身は、宿題をバランス良く学校で必要な最低限でいいので出してい

ただければなというふうには思います。

Ｌさん ２年生の息子がおりますＬと申します。宿題の思い出は、私自身は、本当に当

たり前のようにやるものだと思って小学校の時はふつうにやっていて、困ること

もなかったんですが。覚えているのは、中学校の時に、言われたことだけやって

いたら、私は成績がひどくなって、ちょっとそこで挫折というか。後悔をしたよ

うな記憶があります。なので、宿題をして、家庭学習の習慣をつけるという面で

言うと、当時はただ言われたからやっているというだけだったんだなと、今振り

返ると思います。

Ｍさん Ｍと申します。２年生の娘がいます。私自身も宿題は大っ嫌いで、夏休みの宿

題は最後にまとめてやるタイプで。果たしてそれが身になるのか、って考えたら、

宿題っているのかな？と疑問に思ったりとか。学校で勉強して、家でも勉強して、

勉強、勉強、勉強って子どもたちに言うっていうのはどうなのかなっていう考え

たときに、この宿題っていうテーマは興味あるなと思って今日は来ました。いろ

んな意見が聞けたらなと思っています。よろしくお願いします。

Ｎさん ６年生と４年生に娘がいるＮです。よろしくお願いします。私自身は、当たり

前のように宿題はやっていたと思います。あまり、記憶にないんですけど。学校

から帰ってきたら、遊びに行っていた記憶の方があるので、でも学校で宿題やっ

てこなかったから怒られたっていう記憶もないので、ふつうにやっていたんだと

思います。で、娘たちは、正直、帰ってからすごく忙しそうにしていて、遊ぶ時

間があまりないなと思っているんですけど。６年生の子は、当たり前のように宿

題はやることが習慣づいています。ただ、学校で、今日は縄跳びがたくさん跳べ

たから、宿題はありませんよってご褒美の日があるんですけど、そういう日は「や

った！」って感じで、家では何もやらないです。なので、あったほうが、いいの

かなと思うのと、後下の４年生の子に関しては、宿題はなかなか尻をたたかない

とやらないタイプなんですよ。結局やった宿題を、あんまり頭にないのか、学校

にいつも出さないタイプで、「何で出さなかったの？」って、親としては不思議

な感じです。自主性を重んじるために、トッピング学習とかは、４年生の子はす

ごく好きで、自分でノートにまとめるのが好きなので、ある程度宿題出されてい

た方が、家でもやってくれるのかなと。皆さんの意見をたくさん聞けたらと思い

ます。

Ｏさん ５年生に息子がいますＯと申します。よろしくお願いします。私自身も宿題は

やるのが当たり前と思ってやっていました。ただ、遊ぶのに、遊ぶのがすごく楽

しくて、夕方は遊び倒して、すぐ寝てしまって、朝慌ててやっていた記憶があり



ます。小学校の時は特に。そうですね、そんな感じで。娘と息子。娘が中学生に

いるんですけど、二人ともタイプがまるで違っていて、娘の方は比較的自分で興

味のあることをどんどん進めて、勉強できるタイプなんですよ。息子の方は、宿

題があるから勉強する、なかったらやらない。基本的にはやりたくないって感じ

で。宿題があることによって、漢字も反復で、宿題だからやるって。やって覚え

る。じゃ、宿題がなくなったら、自分でそれを覚えるかっていうと、なかなかそ

れができないタイプなので、その子その子によってタイプが違っているので、一

概にあり、なしっていうふうにするのではなくて、ある程度選択できるっていう

か、課題をこなすこともいいよ、トッピングするのもどっちでもいいよと、選択

できる漢字で幅を持たせてもらえるとその子のタイプに合った宿題ができるんじ

ゃないかなと思います。

Ｐさん Ｐと申します。子供は１年生です。僕自身は、宿題は出ていたのかどうなのか

記憶がないですね。夏休みは宿題があったと思うんですけど、それも朝やってた。

特に苦があったというわけではないかなと記憶しています。で、娘が１年生なん

ですけど、やっぱり宿題をあまりやりたがらなくって、トッピングも言わないと

やらなくて。ただ、楽しいことがあったときに、絵日記でもいいってトッピング

に書いてあるので、絵日記はすすんでやるんですけど。やっぱり、１年生は自分

で問題を考えるっていうのが難しいので、親が考えるのも結構手間なので、やっ

ぱり、選択できるって言われた意見が、やったりやらなかったりでもいいのかな

って感じはしています。他の方の意見も聞きたくて今日は来させていただきまし

た。よろしくお願いします。

Ｑさん Ｑと申します。６年と１年に娘がおります。私自身の記憶で、小学校の時宿題

をやったという記憶があまりなくて、遊んでいたりした記憶があります。中学

校ですと、たくさんドリルをやらされた記憶があって、すごい苦痛な記憶があり

ます。娘たちなんですけど、１年生は学童に行っているので、学童で宿題を終わ

らせて、自分で。６年生の長女は低学年の時には自ら楽しくすすんでやっていた

んですけど、本人は今は塾に通っていて、その課題もものすごいので。で、宿題

も漢字の書き取り、１ページ、呪文のように書いていく。あれを見て、かなり時

間もかかっているので。ていねいにやって。塾の宿題もあって、学校の宿題もあ

って、かなり時間的に親としては、大変かなと思うんですけど、本人は宿題は当

日やるもの、朝やるものじゃない、という認識があって、もうちょっと融通つけ

てやってくれないかなと思うんですけど。漢字の書き取りについては、正直、夫

婦共に疑問に思っていて。あそこまでやる必要あるのかなと思っていたり。なの

で、宿題なくす方向で私は考えていたので、今回すごいテーマにしてくれてあり

がとうございます。楽しみに伺っていきます。

Ｒさん １年生と３年生に娘がおりますＲと申します。よろしくお願いします。私の小

学生時代の宿題の思い出は、良い先生に巡り会ったと思うんですけど、「宿題は

やらなくていい」「出すけど、やらなくていい」その「先生は、みんなの人生に

ずっと伴走できないから、だから一人で、自分で問題を見つけて、解決法を見つ

けなければいけないから、宿題はやらなくていい。だけど、何か問題にぶつかっ

たら、解決する選択肢を一杯考えなさい。」って言われました。一つの宿題に対

して、最低１０通りの答えの仕方を考えてきなさいっていう宿題をいつも出して

いました。だから、考えるのがすごく好きになって。やっぱり、考えている。考

えているけど解が出てないので宿題ができてないっていうことがあって。そのプ

ロセスが好きで、勉強が好きでした。で、今、僕は教職とって、塾の先生をやり

ながら、取得させていただいているんですけど。子供に対しても宿題、やらなく

ていいって。宿題やらなくていいんですけど、自分で興味のあることが出てきた

ら、それについて一緒に勉強しましょって言っていて。宿題って、「宿」の題っ

て書くように、おうちでやるタスクだと思っていて、で、宿題については、処理

能力のアップにつながると思っていて、先生を喜ばせるために宿題をやってくだ

さいって子供に言っているんです。人を喜ばせるような子供に育ってほしいので。

自分は、そういう風に言っていて。上の子は今、ダイヤモンドは何で光るのかっ

ていうのに興味をもっていて、下の子はイスラム教の人は何で黒い服を着ている

のかっていうのに興味があるので。自分が「クエスト」って呼んでるんですけど、

１日に課題を出すんですね。それについて、調べてきたことを夜話してもらうっ

ていうのをやっているんですけど。そういう、一人一人にあった、その子の特性

を伸ばす適切な質問があると思うので、そういう問いかけが学校の中でもできる

工夫があったらすごくいいなと思いました。

Ｓさん ２年生に息子がいますＳと申します。私の宿題の思い出を思い返して見たんで

すけど、当たり前にやるべきものという感じで、最初はコツコツやっているけど、

途中飽きてしまって、最後はちょっと焦るっていう感じで。特に苦労したってい

うことはないんですけど、今、今回の連絡で宿題をなくすって聞いた時に、私も

すごい斬新だな、って。すごい、今までずっとあったもので。ちょっと、子供の

ことを思い出してみた時に、上に中学生の子がいるんですが、去年６年生で在籍

していたんですが、塾も通っていて、一番思い出深いのは夏休みの宿題ですね。

塾の勉強と夏休みの学校の宿題が、正直私の想定していたよりもとても多くて、

ドリルがとても分厚くて、それ以外にもすごくいっぱいあって。ああ、これを塾

の勉強と、宿題とこなせるだろうかっていうのが、不安がありまして。容量よく

やる子ではなかったので、とにかく、丁寧にやりたいっていう子で一つ一つに時

間をかけるんですね。これは、中学生に上がる前の段階で、総復習みたいなもの

が必要だっていうことで一応あるんだろうけど。で、他の６年生のお母さんに聞

いてみると「そうでもなかったよ」っていう話を聞いて。多分、学校の先生方が

考えていただいて、っていうのだと思うんですね。ちょっと、うちは、家庭の選

択として塾の勉強をしたっていうのもあるんですけれど、ちょっとそういうので、

全くなくすっていうのも、どうなのかなと思うんですが、ちょっとそこらへんで

こういうテーマ、興味深いなって思いました。

一方、２年生の子は、また真逆で、絶対ないとやらないんですね。なので、ト

ッピングとか、そういうのはすごくいいと思うんです。例えば、習い事のお勉強

はするけれども、日記とかそうのは習い事で書くことはないと思うので、いい機

会で。そういうのはありつつも、選択制みたいな感じで、やれる子はこれをやり

ましょう、という柔軟なスタイルとかを取り入れていただけたらなと思いました。

Ｔさん ５年生に娘がいますＴと申します。５年生になって、１年生からずっと当たり

前のようにやってきた宿題を、今更何でやらなければいけないの？なんて思うこ

ともなく、娘は普通にやっています。私としては、出されたことをそのままやっ

ているのを見て、「この漢字、わかっているの？ 知っているの？」って聞いた

ら、わかっている、自分が脳みそに入っている、覚えている漢字をずっと書き取

りしているんですね。そういう姿を見ていて、えっ何かこの時間って、って思う

ところが私にはありまして。で、娘は１年生からずっとそういうことをやってき

ているので、疑問にも思わず取り組んでいるんですが、他にやってほしいことが

いっぱいあるなって、私自身では、学習の仕方だたりとか。だったら、自分で考

えることを、何か調べてやることん方がいいのではないかな。で、先生によって

出す、出さない、がまちまちなのかなって、他のクラスのお母さんの話とか聞い

ていて。

その辺りも、私自身よくわかっていないので、今日はお話を伺えたらなと思っ

て参りました。

Ｕさん ６年に息子がいますＵと申します。よろしくお願いします。私が小学校の時は

夏休みの宿題は、間違いなく最後の週に泣きながらやっておりました。宿題が嫌

いで、まあ、外で遊ぶのが好きだったんで。でも、宿題は多分全部出してたかな

と思います。で、今６年生の息子をみるとやっぱり宿題は嫌いで、宿題を広げた

まま倒れ込んでいる（笑）状態をよく見ます。それで、２時間くらいかかってや

っと出てきたりするんですけど、たまに集中力がある時は３０分くらいで、パッ

と終わらせて、本当にやったのか？と言って見せてもらうと、全部やってあって

全問正解だったりするんですね。やっぱり、そういう家庭での一定時間勉強する

っていうのは必要だなと思います。塾行っていたりとか、サッカーをやっていた

り、習い事があったりすると、なかなか自分の時間ていうのを持てないかな。量

とか、さっき言ってた縄跳び跳べたから今日は宿題なしとか、そういうご褒美の

日が入ってくると、子供たちももうちょっと楽に遊べる時間と勉強できる時間が

できるのかな。

川中子 どうもありがとうございました。たくさんの方に来ていただけたので、いろん

なご意見を伺うことができました。まあ、宿題やらなかったのは Hさんだけ？
（笑）でしたかね。皆さん、ちゃんとやっていた感じで。素晴らしいなと。夏休

みの宿題と、普段の宿題とはまたちょっと違うかなと思いますが、Hさんが言っ
た通りで、海外の学校は９月始まりだったりすると、６月にはもう終わっちゃい

ますので、二ヶ月全くないですね。宿題も全くない。私、ドイツの学校に勤めて

いた時には、宿題は全く出しませんでした。その間、やることもいっぱいありま

すので。日本に帰国する人もいますし、まあ、旅行に行ってね、ローマに行って

きました、パリに行ってきました、って、宿題は出さなかったけど、いろいろ勉

強になることがたくさんありましたから。

ちょっと今、写真を見ていただきたいんですが、これは、昨日の朝の３年３組

の教卓の上です。子供たちは学校へ来ると、こうやって宿題やってきたのを出す

んですね。３種類くらい宿題がありますね、そして黄色っぽく見えるのは健康観

察票で。熱測ってきたのを書いてくる。先生は、これ、いつ見ていると思います

か。朝持ってきて、これ、帰りまでに返すんですよ。（昼ごはん中？）そう、昼

ご飯を食べながら見ていますね。先生たちの働き方を考えて、宿題の出し方につ

いて考えているところもあるんですけど、今日はその先生たちの働き方よりもち

ゃんとしたことについて考えてみたいと思います。

えー、皆さんに今日配っている物の中にこれがあるんですが、「家庭学習の手

引き」というやつです。ご家庭に既に配ってあるものなんですけど。これを作っ

てもらったのは、校内で、学力向上委員会というところなんですが、今日はその

学力向上委員長のＯ先生が来てくれていますので、突然ですが、Ｏ先生に、これ

を作った経緯などをお話ししてもらいたいなと。Ｏ先生、よろしいですか？ 無

茶振りで!
Ｏ先生 まあ、経緯というか、今日は、宿題についての考え方を私の方でもお話しさせ

ていただきたいと思うんですけど。ぶっちゃけた話もしますので、変なこと言っ

たら、カット！ということで。（笑）

えー、教員生活３７年目になって、若い頃から保護者会で宿題について保護者

の方から何だかんだ言われて、いつも腹を立てていました。（笑）同じ宿題しか

出してないのに、「多すぎる」「少なすぎる」どっちなんだ! だって、人によって
違うんだからしようがない。同じ宿題出しても、５分、１０分で終わっちゃう子

もいれば、１時間２時間でもなかなか終わらない子もいるし、人によって違うん

だよな。じゃ、あんまり多く出さない方がいいかな。で、少ないっていうんだっ

たら、後は家庭で管理してやってよ!っていうのが本音の気持ちもあった。でも、
先生によっては、いや、これだけはきちんとやらなければいけないんだ!って、
まあ、多少先生によって差があるのはしようがないかなって思いますよね。だか

らどれぐらい適正かって、難しいですよね。

川中子 ちょっと、自分のお子さんの宿題は多いと思いますか、少ないと思いますか。

ああ、そうですか。

Ｏ先生 そうなんですよね。余談ですが、算数の世界では、「多い」「少ない」「広い」「狭

い」「長い」とか「短い」とか「大きい」とか「小さい」という時には、算数の

時にいう時には、何かと比べて大きい、とか何かと比べて小さいとか、この範囲

の中で一番多いとか、一番少ないとか、２番目に多いとか、そういうふうに比較

の言葉を使いましょう。君たちは「大きいね」と言われても自分では「小さいな」

と思うこともあるでしょう。比較の問題なんだな、と。言葉の使い方も難しいな



と思っていますけど。議論て難しいですよね。

宿題って、いろんな側面があると思うんですけど、長い日本の歴史の中から考

えていくと、それが理不尽であっても何であっても、それが課されたものならや

り遂げる。社会の中では重要な。この中でもいかに理不尽なノルマを課されて頑

張っている方もたくさんいらっしゃるかと思いますけど。とにかく、成し遂げる。

それはいつ？早めに成し遂げるのか、ギリギリになって、納期にきっちり間に合

わせるのか。まあ、そういう能力はある程度必要なんでしょうね。だから、宿題

はやるべきだとか、やらなくてもいいといろいろな考え方があるでしょうが。ま

あある程度は子供も人として社会生活を送っていく上では、それなりのルーティ

ンを確立するっていうのは大切なことだなあと思います。

その中で課されることが多いのが、習熟していくこと。計算を何回もやって、

間違えなくなるようにやっていくとか、それから漢字をいっぱい書くとか。書き

すぎて訳分からなくなってしまう。何かもう、ゲシュタルト崩壊をおこすような。

（笑）そういう、習熟していったり、繰り返しやる。その部分の宿題が、今まで

のほとんどの方の「宿題」のイメージ。そうやって育ってきたし、私たちもそう

やってきたし。そういうイメージだろうなと思うところもあるんですけど。

で、トッピングの話になっていくと、その中で、じゃ自分で考えてやってみな

さ いって言われたときに、やっぱり何やっていいか分からない。ということは、

課されたノルマをしっかりとやっていくっていう能力ややり方は、皆さんも経験

してきたし、私たちも経験してきたし。こうやっていけば、きちんとできるんだ。

大事だよ。中身についてはいろいろ議論はあるけど。君にとっては大事じゃない

かもしれないけど、みたいなのもあるかもしれませんが。そういう経験を皆さん

もして、それで成功してきた人がたくさんいるわけですよね。一方で自由にやっ

てみろと言われたときに、できない、何をやっていいか分からない。どうやって

いいか。っていうことに関していうと、トレーニングできていない。自分で課題

を見つけて、それに対してどういう風に考えてやっていくかっていうのが。言わ

れたことはきっちりやるけど、自分で考えて課題を見つけて、課題を解決してい

くっていうトレーニングが、現状足りていないんじゃないかなっていう考えを元

に、トッピング学習が始まりました。最初のころはうまくいかないかもしれない

けど、そのトレーニングは自分たちもあまりされていなかったし、自分たちもさ

せてこなかったし。だから皆さんいろいろまよって、どうやっていったらいいん

だと。親としてもどうやったらいいかわからないという。まだ、手探りの状態で

す。今の日本は。これがしっかりできているってところはまだほとんどないんじ

ゃないんですかね。ここが国際的にも弱点ですよね。たぶん、我が国の、です。

そこのお手伝いをできるように、このように考えていったらどうですか？各学年

の先生、こんなことがありますよ。こういうところから見繕っていただいて、自

分で適したものをやっていきながら。まあ、ここに書いてあることじゃないもの

でもまったく問題ないので。そのきっかけとして。自分の、もう少し習熟したい

なっていう目標でもいいと思うんですよ。あるいは、もっと新しいことを探求し

たいなっていうことでもいいかもしれない。そんなことの、ちょっとしたお手伝

いになればと。はい、これをやりなさい、この通りにやりなさい、これをこなし

ましょうって言ってると、さっきの理不尽なノルマを課されているルーティンの

方には行って言っちゃうので、そうじゃないイメージで利用していただけたら、

作った側としてはうれしいところです。まあ、これにとらわれず、試行錯誤しな

がらやっていっていただけたらと。以上です。

川中子 ありがとうございました。今、ここに書いてある、全員が取り組む課題ってい

うのが「宿題」、ここが「トッピング」ですね。いろんなことが挙げてあります。

それから、「タブレット学習」っていうのが令和４年度版には入ってきまして、

タブレットを使って、例えば１年生の子が４年生の問題をやることもできるんで

すね、今。ドリルですから、算数の問題なんかは、１年生終わっちゃった、２年

生終わっちゃった、って。メダルをいっぱい獲得しました、って言うこともでき

るんです。そういうふうに、時代はどんどん変わってきている中で、私が今言っ

ているのは、この一番上の部分ですね。全員が取り組むべき課題、宿題。このこ

とについてこれからどうするか考えているんです。こっちは当然やった方がいい。

トッピング学習。そんな話ができたらなと思っているんですが。

なぜこういう話をしているかと言うと、今年、自立 自ら学び、考え、行動す

る人 を育成するために、主体性をどう子供たちに育てていくか。主体的である

をどう育てていけるか。どうしたら主体的になるのか。今、皆さんのお話を聞い

ていて、「言われたから」「やるものだから」やるって、自然にそう思っています

よね、お子さんたちは？ そのこと自体を疑ってかかるっていうのが今やってい

ることです。今、そこに、私は取り組んでいるんですけど。自らの思いや行いを、

自分の意思で決定し、実行していくこと。自らの行動に責任を持つということ。

それから、「やらされている」から「自分から進んでやる」というふうに変えて

行きたい。で、これをやっていかないと、子供たちの自己肯定感が育たない。と

いうことを感じるんです。自分からこれやりたいと思ってやったことが、なんと

かできるようになった時に、やった!っていう気持ちになるのと、最初から敷か
れたレールのの上を歩かされて、あそこまで行ってごらんと言って、あそこまで

行った時のやった！という思いは、全然違うんじゃないか。で、そういうふうに

考えて行くと、宿題みたいに、やらされて、ただ１０回書いてきなさいみたいな

感じで、１０回書いたところで、それで何かになっているんだろうか？ 私の友

達なんか、すごかったです。私は結構真面目だったので皆さんと同じように宿題

もちゃんとやっていたんですが、例えば宿題の「宿」っていう字を書けば、「宿」

「宿」「宿」…って書いていたんです。で、友達が隣でやってるのをみたら、ウ

冠、ウ冠、ウ冠…それからにんべん、にんべん、にんべん…ってやってるんです

よ!（笑）すげー、これいいな!って思いました。だけど、何となくこれはあまり
意味がないなと思いました。でも、そういうふうに工夫している子いません？

それって、何の意味があるのか。さっきゲッシュタルト崩壊って話もありました

が。漢字の書き取りなんかは、１回書けば覚える子もいるし、見てるだけで覚え

る子もいるし、１００回書いても覚えない子もいます。覚えられない子もいるん

です。私が英語の教師だった頃、単語を１００回書かせるみたいなことをよくや

ったんですが。朝の９時から初めて、夜の８時まで書かせたりしたこともありま

した。いっしょに、見ていて。それでもその子は覚えるようにならないんですよ。

今考えればその子はそういう特性があったんだろうなと。その時は、その子にこ

れをやらせる事が使命だと思ったし、その子をそのまま卒業させるなんていうの

は、自分にとっては職務怠慢だと思っていました。今考えてみると、あれはあの

子には地獄のような時間だったろうなと。かわいそうなことをしてしまったな、

と。で、そういうふうに考えていくと、自分から進んでやれるようになることが

大事かな、ということで、今いろんなことを考えています。

もう時間があまりなくなってしまいましたが、少し延長してもいいですか？

これが、最近名古屋のテレビで放送されたやつなんですが。

（ニュース報道 「宿題をやめた小学校（名古屋テレビ）」視聴）

https://news.yahoo.co.jp/articles/52e2b35273e439c5a880be4cc05f3fd21335c2a3

川中子 というのが、岐阜の方の学校の例です。まあ、今のお話の中でもいろいろとツ

ッコんで行きたいところもあるんですが。で、もう一つ紹介したいのは、教育哲

学者の苫野一徳さんという方がいて、様々な教育改革に取り組まれているんです

が、その方が書かれた中日新聞のコラムで、夏休みの宿題について書いているん

ですが、皆さんにお配りしたものの太字になっているところを拾い読みしてみま

す。「小学生に関しては、宿題に費やした時間と学習成果との相関はゼロという

ショッキングな研究がある。また、特に学校の勉強についていけない子どもには、

宿題は勉強嫌いをさらに悪化させる大いなる要因になっているも言われている。」

中学生、高校生には宿題は意味があるんだそうです。で、特に全員一律に同じ宿

題させる必要はない、ということ。それから、それぞれにあった内容を自分のペ

ースで進められた方がいいし、発達段階に応じて、子供達にある程度自分で選択

できるようにさせるといいだろう、と。まあ、今後学校は夏休みの宿題に限らず、

宿題を個別化して行ってはどうだろうか。ということで、この「個別化」という

のが非常に話題になっていて、その子その子にあった課題。それが、ICT の活用
によって可能になっていくのではないか。ドリル学習など。本当にすごく便利で

すよね。漢字の書き取りなんか、例えば、間違えた書き順で書くとバツと教えて

くれますので。もうちょっといいのになってくると、あなたの間違いの傾向はこ

うですからこの練習をやりなさいって。いっぱいある問題の中から、その子に合

ったものを自動的に AI がチョイスして提示してくれる。そういうのも学校に紹
介されています。ちょっとお金がかかるので、まだ入れてないんですが。そんな

感じにはなってきているんです。「個別最適化」。

今、必要なことっていうのが、自ら考えてできるようになること。どうなんだ

ろうか、本当に宿題がないと子供たちは勉強ができないんだろうか？ みんなそ

う思っていますよね？ みんな思っているんですよ、先生たちも。宿題出さなけ

れば勉強しないと思っているんです。私も中学で教えていた時に、こんなのやっ

ても何の意味ないぞと思っているんですが、宿題は出すんですよ。先生も意味な

いと思っているんです!（笑）親のお金で買ったものだから、使わないと申し訳
ないって。今考えてみると、ひどかったなあと。もっと効果的に活用すればよか

ったんですが。自分が教えるが精一杯で、だけど、ドリルは買わせるものだって

ことになっていて、疑いもなく、一応買わせたって感じで。そんなので子供はや

らされているわけですから。子供は子供で、答え全部うつしてはいやりましたっ

て出す。まあ、答え写してでも出す方がマシなんですが。出さない子には、点数

引くからな、とか脅かしたりして。そういうのが本当に学力のためになっていた

のかってことですね。

それから、学力そのものの考え方が変わってきていますので、知識・技能その

ものだけが必要ではないですから、もう５ W １ H の中でですね、これから必要
なのは、HOWとWHY だけなんですよ。WHOとかWHENとかWHATですと
かは、これ（スマホ）で全部済むんです。昨日、４年生の授業見に行って、月の

ことを勉強していたんですが、先生が月の写真出して、これ月だよね。何か気が

ついたことある？っていった瞬間に、タブレットで調べ出した子がいて、先生は

「それ、やめて!」って言って！（笑）だから、月が何か。この形の月は何とい
うかというのは、これ（スマホ）でできるんです。もちろん、知識はいっぱいあ

ったほうがいいですよ。絶対、あったほうがいい。ただ、知識そのものだけでは

足りないんです。「誰が？」「いつ？」っていうのは知識。だけど、「どうして？」

「なぜ？」というのは、初めてそこで答えがわからなくなるんですね。答えに正

解がなくなるからですね。なぜ？ この問題を解決するには、「どうやったらい

い？」というのも答えに正解がない。知っているか知らないか、の問題は、頭の

中にある記憶が出てくるか出てこないかだけの問題。だけど、HOW?とか WHY?

https://news.yahoo.co.jp/articles/52e2b35273e439c5a880be4cc05f3fd21335c2a3#%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%86%E3%83%AC


は、頭を回転させないとならない。そして、今求められているのは脳を回転させ

る方の力なんですね。子どもたちが正解を出せるかどうかよりも、考えたかどう

かの方が大切。だから、子供が「分かりません。」って言うじゃないですか。知

識を聞かれて「わからない」っていうのは「知らない」ってだけです。だけど、

どう？とかなぜ？に対して「分かりません」っていうのは OKなんですね。考え
てもすぐに答えが出ないのは当たり前の問いだからです。だから宿題についても、

宿題をやったかどうかよりも、どうやったかというプロセスの方を評価していか

ないといけないと思うんですね。

よくあるこの、「外発的動機付け」「内発的動機付け」っていうのがありますが、

子供がどっちの方が伸びるかというと、「外発的動機付け」つまり、何かやった

らご褒美を挙げるっていうやり方ですが、自分が興味のあることをやる「内発的

動機付け」のように長続きしないんですね。返って、子供のやる気を失わせるっ

ていう事もあります。このプリントの裏に、てぃ先生っていう保育園の先生、最

近私はすごくはまっているんですが、その先生の書いたものがありますから後で

読んでみてください。本当に子供がやりたいことをやっている時っていうのは、

褒められるとかなんとか関係なくやるんですね。

さっき、偏ったらいけないんじゃないかっていう意見もありましたけど、偏っ

たらいけないって誰が決めたんでしょうか？ 今、偏った人が世界で大成功を収

めているんです。今、世界で大成功を収めている人、GAFAと呼ばれる会社を作
った人たちなんかは、全員偏っています。だから、まんべんなくやっていくって

いうのは、使われる身としてはいいんですが、自分が問題を解決して何かを作り

出していかなければいけないっていうときにはそれだけじゃ足らないんですね。

そうするとどういうことが必要かというのを考えていかなければいけませんね。

あ、せっかく小学校の副校長先生がいますから、副校長先生に宿題はどうやっ

て来たかって聞いてみましょうか。先生なんかはやっぱり、鬼のように宿題出し

ましたか？

副校長 はっきり言っていいですか？ 私は副校長になって、今３年とちょっと経った

んですけど、ちょうどこの、主体性とかっていうのが出る狭間というか、ちょっ

とずつこういう意見が出てきたって感じだったんですね。教員として、私も教務

主任をずっとやっていたんですけど、教員としてこの話になじめなくて、私なん

かは典型的な、宿題出さなかったらこの子たち絶対何もやってこないぞ、ってい

うようなタイプでした。で、残念ながら、結構元気のいい子たちを常に担任して

いましたので、５，６年の担任をやってきていたので、宿題を出さない子がいた

ら、もう烈火のごとくしかりつけて、保護者呼んで…っていうようなことをやっ

てきてしまいました。ちょっとでも漢字が曲がっていると、「あー、ダメだね。」

で、私、だいたい３回あるんですけど、かなり漢字の丁寧さは厳しくやり過ぎち

ゃって、３回くらい保護者の方から、担任したときすぐクレームで、「ちょっと

お父さんと一緒に行っていいでか？」ってお父さんとお母さんがいらっしゃった

というのが３回くらいありました。副校長になって、やって主体性の大切さを感

じているというようなところです。

川中子 みんなそれが正しいと思ってやって来たことなので、それが間違っているとか

否定するわけではなくて、今、新しいものを求められている、時代がかわってき

ているよって事なんですね。そうするともう、何か、漢字１０回書いてきなさい

なんていうのは、ある子にとっては意味がないのだったら、無駄な時間になるわ

けで、その時間で他のことをやった方がいい。何でもかんでも大人が子供にやる

ことを教えてあげちゃいけないなと感じるんですよ。先生たちにも「不親切な先

生になってください」ってさかんに言ってるんですけど。何でも先にレール敷い

てあげて、ハイこのまま行けばね、転ばないからね、大丈夫だからね！って、そ

こを歩かせることに何の意味があるのかって。考えなければいけないなと、強く

思っています。

というわけで、今後宿題をどうするかっていうのも、先生たちとも話し合って

いかなければならないんですが。今日は、こちらのが先にこの話をしてしまって

いるんですけど。今日、もう時間が来てしまっているんですが、あと１０分くら

いよろしいですか？ せっかくなのでお近くの方とご意見を交換していただい

て、よろしいですか。 では、どうぞ。

（グループ懇談）

川中子 それでは、ありがとうございました。ちょっとね、今。感動しています！（笑）

三吾の保護者の皆さんとこんな風に学校の事を考えてくれるようになってきたん

だなと感動しています。今日、サロンがはじまって５年目になるんですけど、最

高の参加者数です。本当に、皆さんと一緒に子どもたちのためにできることを考

えられるようになってきたって。これで、あんまり多くなるとこういう話もしづ

らくなっちゃうのかなと。（笑）本当なら、みなさんから感想などいただきたい

んですが、最初、皆さんから一言ずついただいたら３０分かかってしまいました

ので、後でアンケートフォームを皆さん宛に直接送りますので、ご意見等はそち

らに書いておくっていただけますか？ 本当に、今日はありがとうございました。

学校はこれからのことを今真剣に取り組んでいるところです。何か、一つ一つの

事を疑ってかからなければいけないなと思います。当たり前のようにやって来た

ことを疑ってかかるということをやっているんです。これはコロナを通して一時

停止みたいになって見えるようになってきたことで、私たちは単純にコロナの前

にもどすのではなく、新しいものを考えていければと思います。今日は、本当に

ありがとうございました。


